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「～デ／二」両形語形容動詞の再考
愈 暁 明
1. はじめに
日本語の形容動詞のうち、「必廷ヱ叫ぶ／必廷丘追う」 「杢悠ヱ考える／王気丘考える 」
などのように、 同ー語が辿用修飾語として動詞述語を修飾するときに 「～デ」 と 「 ～二」
の二つの形を有するものがある。 本稿は こ れらを 「～デ／二」両形語形容動詞と呼ぶ。 こ
の類のものについて、第者は前稿（徹1997)で一通りの検討をしてみた。本稿は、新冊記事デー
タペースによるJfl例謂査の結果に基づいて前稿の結論を検証し、 その不備を補う。 そして、
前稲では謂査不足のため全く言及できなかった 「元気」 について分析を加える。 なお、 記
述の簡便化のため、 以下の叙述では特にことわらない限り、「ーデ／二」両形語形容動閥を
単に 「両形語」と略称する。
2. 前稼のまとめ
「両形栢」に対する考察を進めるため、 前稿の要点をまとめておく必要がある。
前秘では、 主に「両形誦」の品洞認定、 使用状況およぴ修飾1関係をめぐって論述を展1)[•1
した。具体的には、形容動詞「～丸形の述用修飾用法が一部の先行研究(l�1lえば矢澤(1989))
に触れられたものの、「両形語」についての研究はほとんど見られない、 という事実を指摘
した上で、結論として次の四点を挙げている。
①形容動詞はその連用形砕l詞法の形態上の相述から、． 「ーニ」の形でしか川いられないも
の（「静か、盛ん、 まじめ、 きれい、 丁寧｀ 大事」など）と 「～デ／二」の両形で用い
られるもの（「必死、平気、 本気、 無言、 痰中、 無我歩,,1,, 丈夫、 久しぶり」など）、
の二つに分けられる。
②形容動詞のうち、「両形語」に屈するものはその全体のわずかの一部分であり、 しかも
そのほとんどが 「漢語謡旗」である。
③「両形語」 はその使用状況から、「ーデ」 形と「～二」 形の両方がともに高い使用率で
用いられるもの（「必死」 ）、「～デ」 形または「ーニ」形の片方だけが多用されるもの（そ
の他）、 に大別できる。
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④ 「両形語」とその修飾先とのかかわりから、 「～デ」 形と 「～二」形の両方が同一勁詞
を修飾しうるもの（「必死、 本気、久しぶり J)とそうでないもの （その他）がある、 と考
えられる。
また、 濶査不足のため、 次の二点が問俎として残っている。 一つは、「半信半疑」 のよう
なものは形容動洞として認めるぺきか、 というIt)姐である。前回の講査では、 「半侶半疑」
の 「 ～デ」 形と 「～二」 形の用例はともに採集したものの、 肝心な「ー ナJ 形の用例が一つ
も見当たらなかったので、 結局品詞性未確定の理由でこの語を考察の対象から外した。もう
一つは、「元気」のような典型的な形容動詞は 「両形語」に仲Ill入りする資格があるのか、
という問題である。 こちらも用例調査の結呆、 「元気」の「ーデ」 形の実例が見つからなかっ
たため、 こ れを取り上げて説明するのを保留した。
3. 「両形語」の実態調査
麟では主に 「丈夫」「必死」 「平気」 「本気 」 「渉中」「無我拶中」 「無言J「久しぶり」の
八つの語を取り上げて考えてみたがそのいずれも実例が限られているので、 これらのもの
について再ぴ用例岡査を行うことにした。
3-1. 調査の目的
今回の閤査の目的は次の二点にある。 一つは、新／秘でまとめた結果は実際の使用状況と一
致するのかを検証 ・ 補足することである。もう一つは、 前に触れなかった「元気」の使用実
態を把捏しその 「両形翫としての性格を明らかにすることである。
3-2. 調査の対象、 方法
近年、 パ ソコンの普及と言語演科のCD-ROM化に伴って、 個人研究の場合でも徊子化
飼·による用例調査の方法がよく用いられるようになってきた。必要な項目を設定しただけ
で大批のデー タを短時間で検索・処理できるからである。 そこで、紐者もこの方法を取って
今回の閥査を行うことにした。検索の簡使さと収録範囲の広さから朝日新間を糾査の対象に
した。具体的には、「朝日新開CD-ROMデータペ ー ス」を利用して実施したのである。 (I)
3-3. 調査結果
上記した 「両形語」が巡用修飾語に用いられる時の使用状況を調べるのが一番目の目的な
ので、 まず 「検索翫に、月ii番で各語の 「～で」 形と「ーに」 形の二つを入れ替えて調ぺて
みた。「検索範囲」には 「見出しと本文」と記入し、 そして「検索期1ilI」 は、 コンビュータ ー
で検索できる最初の時点から謂査開始のI寺点まで、 つまり 「1984年1月1日から2001年2月
31日 」 と設定した。 それからこれらの話の 「ーな」 形についても同じ条件下で糊べてみた。
さらに、[UJ題として残っている 「半信半臣と1li1回取り上げなかった 「元気」 を加えて補足
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調査を行った。 その結呆は次の表1の通りである。
（表1〕
語 例
検索話（波線はそれぞれの語を表す）と総件数
～で ～に ～な (Oi  考）
丈夫 3600 742 2938 「大丈夫」の例も多く含む
必死 3550 5984 377 「ーなのだ」 なども含む
平気 3172 108 623 「～なのか」なども含む
本気 5172 816 297 「～なのかj 「 ～なんだ」なども含む
歩中 3128 3678 218 「～なのだ」「ー なのは」 なども含む
無我歩q中 690 30 2 rーなだけ」 「～ なだけでは」 各1例
無言 1575 54 20 「～なのだ」 「ーながら」なども含む
久しぶり 393 8303 57 rーなので」「～ なのは」 なども含む
半倍半疑 380 8 54 「～ながら」「ーなのだ」なども含む
元気 6753 13717 10572 rーなく」なども多く含む
このように、 上記の方法で検索した結果、 あまりにも膨大なデータが現れてきた（但し、
どの語においても、「グリ ー ン表示のもの」 即ち開くことのできない正体不明のものが幾分
含まれる）。そして、それぞれの用例を詳しく見てみると、 いずれの語においても、 その「～
デ」 形と 「 ～二」形には辿用修飾用法のもののほか、 述語やその他の用法のものも多く含ま
れていることが分かった。もちろん、 その 「ー ナ」形も表1に示されるように連体修飾用法
のものばかりではなく、 一部の語に限って哲うならば、 むしろ巡体修防用法のほうが少数派
と言えよう。例えば、表1の 「無我歩中なJ のほか、r1gr,酋な」「半侶半疑な」 「久しぶりな」
の内訳を見てみると、 次のようになる。
〇無酋な(20例）
無言な神(1例）／無言なる（指示に従ひ）（1例）／無言なのが(1例）／無酋などの（いた
ずら砥話・痴呆症状、 など）（6例）／無言ながら(2例）／無言なのだ(2例）／無言なの
で(2例）／無言なのだから(l例）／（夏に来て原焙ドーム）無言なり(3例）／無酋なれど
(l例）
〇半信半疑な(54例）
半信半疑な表1行（旅人・思い ・ 気持ち）（5例）／半信半疑なのは(1例）／半侶半疑ながら
(21例）／半信半疑ながらも(7例）／半信半疑なのだ（なんです）（7例）／半侶半疑ならぬ
(1例）／半信半疑なら（いいが）（1例）／グリーン表示のもの(11例）
〇久しぶりな(57例）
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久しぶりなのは（確かだ）（2例）／久しぶりなる朝風呂(1例）／（映回は）久しぶりなので
(37例）／久しぶりなんだから(2例）／久しぶりなんです(1例）／久しぶりなんだって(1
例）／久しぶりなんで（うれしかった）（2例）／久しぶりなんておかしい(1例）／グリー
ン表示のもの(10例）
ところで、今回の間査は個人作業である上、デー タペースの利用期間にも制限があるので、
これらの すべてに目を通して見ることができなかった。そこで、検索語に 「～で AND 
ーに 」 と新たに設定して調査を再開した。これによって 「 ～デ」 形と 「～二」 形の両方の用
例を同時に採集できるだけでなく、同一文章に「ーデ」 形と 「 ～二」形の両方が用いられる
現象をよりよく観察できるのも一つの狙いである。すると、次の表2が得られる。
（表2〕
検索語 語 例 と総件 数
丈夫 必死 平気 本気 歩中 無我 無言 久し 半信1元気
拶中 ぶり 半疑
16 102 2 46 68 ゜ ゜ 18 ゜ 50 9 
|～でAND -IこI
(4) (19) (1) (8) (12) (4) (48) 
注：括弧内の数字は「グリ ー ン表示のもの」である。
表2において、 「無我歩中」 「無酋」「半信半疑」 の三つは用例数がゼロなので、「両形語」
の巡用修飾用法（つまり 「 ～デ」 形と 「～二」形）を考察するにあたっては、これらを今回の
対象から外した。一方、「元気 」 のほうは大徹のデー タが出たが、この中から約三分の 一に
あたる167例をランダムに抽出した（検索期間を「1999年1月1日ー200 1年2月31日」と設
定した）。また、「両形語」の代表的なものと思われる「平気」や「本気」の使用状況をより
詳しく観察するため、補足作業としてこの二つの語のサンプリング調査を行った（検索語に
それぞれ 「平気 J と 「本気」を入れ替え、検索期間は「 2000年7月1日～ 2000年12月31日」
と設定した）。こういう作業と並行して表2に示される内容をさらに詳しく見ていくと、表
3のようにまとめることができる（総件数は「グリーン表示のもの 」 を除く。また、一件の
うち複数の用例が含まれる場合もある。延ぺ用例数）。
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（表3〕
「～デ」 形の内訳 「～二」 形の内訳
語例／総件数 ～で→ ～で（＝ そ ーに一 ～に ～になる ～に ～に そ
（デ形と二形の V(?) だ·でな V(<;) なっ （なれる する させ
用例比） の のしヽ・ ¢、 て→ 等） る
等） 他 V 他
丈夫／12 (11'14) 2 8 l 6 5 2 1 
必死／83 (86:89) 6 8 l 8 7 6 6 6 I 
悶
①/1 (1:1) 1 1 
@/208 (178:l) 1 0 9 6 8 I 1 
菜
①/38 (44:42) 3 9 5 6 6 I 9 6 4 I 
②/337 (363:27) 2 3 8 , 6 7 2 8 4 3 1 3 4 3 
歩中／56 (56:65) 4 5 1 0 I ゜ 8 5 4 I 2 
久しぷり／14 (14:15) 2 I 2 1 4 I 
元気／132 (I 57:168) 7 2 7 6 ， 1 0 5 4 4 3 5 1 I 0 
注： 「平気」②と 「本気」②は補足閲査の結果である。
4. 調査結果についての分析
前節では、 表1 - 3を通して、新li!］記事デ ー タペ ー スによる用例郎l査の結呆を示した。 こ
の節では上の濶査結果にj¥づいて 「両形語」の修節1関係を中心に分析を加え、iii/梢の結論を
検証していきたい。 一般的には、 「両形語」 のうち、 用例の多いものほど動岡との共起範囲
が広いと考えられる。 また、 個別的に見ると、 比較的多用されるr元気」 「 必死」 「本気」の
三つの語は、その修飾先である動詞の紺種の迩いから大きく二つに分けられる。 つまり、「和
梧」 「淡語」「外来語」のいずれをも修飾しうるという点において、「本気 」 と「必死」は 「 一
デ」形、「元気 」 はr～二 」 形、 となっている。一方、「本気」 の 「～二」形と「元気 」 の 「～
和形はほとんど 「和語」にかかわり( 「i如恥にかかわる場合は 「元気で退院する 」 ぐらい
で）、「必死」の 「～二」は 「 和語」とも 「 i英語」 とも相性よく共起する。
では、まず表3における 「両形i恥 の述用修飾用法の用例数（太字の数字に注目）から｀「～
デ」形と 「～二」形の双方の比率を見てみよう。表3には全部で七つの 「両形語」を収めて
いるが、 それぞれの 「 ーデ -v 」 と 「～二→V 」 の用例数を見比べると、 これらを三つのグ
ループに分けられる。 つまり、®ともに多用されしかもほぼ同じ使用率をもつもの（「必死」）、
⑥ 「 ～デ」形のほうが多用されるもの（ 「平気、本気、歩中 」）、©「～二」形のほうが多用さ
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れるもの（ 「丈夫、久しぶり」） 、となり、これは前稿の結論と全く一致している 。残りの「元
気」 は今回新たに取り上げたものであるが、表3を見て分かるように、その「ーニ 」 形と比
べて 「 ～デ」形のほうも比較的多く用いられているので、®グルー プに入れるぺきであろう。
(2) 
次に、連用修飾語としての 「～デ」 形と 「ーニ」 形の双方が同一文章（記事）に用いられる
現象につ いて考えてみよう。前稿では 「 久しぶり 」 だけしか取り上げていないが、実は 「両
形語」において、これはかなり 一般的な現象である。今回の調査によって、「久しぶり」 の
ほか、「必死」 「平気」 「本気」 「元気」などの例も採集することができ、特に 「必死」 と「元
気」の二つにはこの現象が顕著に見られる（例文中の'’■"印は段落の楼目を表す）。
(1) ・・・ 「人乳として足止めされていた邦人74人が1裔国した8日、県内でも3家族が喜ぴ
の再会を果たした。 ■…昼食は近所の人が用意してくれたものを、久しぶりに家族水
入らずで食ぺた。 ■…有さんはこれまで食べられなかったさしみなどを、おいしそう
に口にした。 ■久しぶりで自宅のふろに入ったあと、さすがに疲れたのか、午後8時
すぎには床についた。 …。（朝日新llf/ • 1990/11/9) 
(2)···。 ■ ...戻った時、自宅の町営住宅は水没していた。要虹子さん（三五）は懐中砲灯で
必祠を破り、伐裕君の妹二人を屋根に避難させた。子ども部屋で三段ペッドの
一番下に衷ていた貨裕君だけが逃げ遅れた。■救助された役裕君に哲也さんは必廷ヱ
人工呼吸を繰り返した。 …。（朝H新llfl · 199911011) 
(3) … 。■ 「 ガイ ー プでバリケ ー ド」というのはそうした精神の対極にある性格に、故石
子顛造氏がつけたアダ名であるけれども、程度の弟こそあれ、この世で王悠丘生きて
いけるのは、 いずれにせよ、¥l'1神がガイ ー プ（内部←.....外部のシャレ）でパリケード
な人なのだった。 ■私も、兜悠ヱ生きている。 …。（朝日新聞・1999/4/24)
(4) ・・・ 。■市内での自然観察会やリサイクル活動を続けるうち、古沢理事長は「哀拉問題
を杢紐ヱ考えていくには企業とも一緒に取り紐んでいく必要を感じて」 エコネット設
立を決めた。 ■… 。 ■ …。 ■古沢理事長の考え方に投同したという同市内の建設会社
役貝（：：：：五）は 「 これからは地元企英も棗境問題に杢盗丘取り組まないと見捨てられる。
．．．」と期待を寄せる。（朝日新11/1 • 200 /5/24) 
(5)佐賀市茄木瀬束五丁目の高木瀬小学校（八百十九人）では午前九時から修了式が体育館
で行われた。児窟の代表に修了証を渡した後、山崎浩校長が 「この一年、みなさんは
大きなけが や病気もなく、孟抵丘過ごせました。四月六日に、また孟抵空会いましょ
う」 とあいさつした。（朝日新118 • 2000/3/25) 
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次に、 「一免形と「～二」形の両方が同 一動詞を修飾する現象について詳しく見てみた
いが、 前稿ではその語例として「必死J「本気」「久しぶり 」 の三つを挙げている。 こ れも今
回の調査結果と一致している。 そして「平気」と 「元気Jも新たに加わる。 「平気」の用例
は例 (3) の通りであり、 次にほかの例を示しておく。
(6) a....。が、 庵野自身の自己像とそれは、 微妙なズレがある。庵野は親の必廷文働く
姿を見て、 どこかで自分の甘えを抑圧していた。（朝日新[lfl · 1998/8/31) 
b.．．．。幻止拗いて息子を大学に入学させた彼は、 心の中では中学の頃から r公務
貝になってくれれば」 と思っていた。 ・・・ （朝日新間· 1998/8/31) 
(7) a. 小田島 教育課程寄議会での過程を見ると、 最初の波は家庭科の男女共修の問題
で、直接、教育に関係のない委員の中には、杢処ヱやるつもりか、 と真顔で開く人
がいたり、 共学と共修とはどう違うのかといった議論が出たりで。
下村 それはどう違うのか。（朝日新開・1989/2/11)
b.—じやあ｀ ほんきですね。
一主饂やるの。あの三波春夫と。 ．．．。（朝日新間・1997/2/17)
(8)a. 久しぶりで訪れたカンボジアの人たちはやっばりみんな平和を訴えていました。
…。（朝日新聞・1994/4/17)
b. メンパーは五月の連休明けから線習を再開し、宮綺での合宿を経て白馬入りした。
．．．。久しぶりに訪れた思い出の舞台に「観光客が増えて良かったですね」。（朝日新
冊・1998/6/4)
(9) a. 大変だったこの一年で、 私は多くのものを失った気もするが、 大切な何かを得て、
それを抱きしめ、 今日も孟悠ヱ生きる。（朝日新聞・2000/4/25)
b.・・・、 自分の口を喜ばせるために、 材料を選んだり、 料理をしたりするのは、孟悠
£生きることにも結ぴつく、 と私は確信している。（朝日新聞・2001/1/31)
「ーデ」 形と「～二」形の両方が同じ修飾先にかかるという点においても、「必死」と
r元気」 のほうが特に目立ち、 共に多くの例が見られる。 それぞれの修飾関係を簡約して示
せば次のように表すことができる。
(10) 「必死で／に」 →生きる／抑える／かばう／頑張る／食らいつ</1甜う／食べる／取
り組む／投げる／走る／働く／学ぶ／守る／やる／努力する／勉強する／
... (3) 
(11)「元気で／にj →生きる／行く／帰る／通う／頑張る／邪らす／過ごす／育つ／育て
る／続ける／出る／長生きする／j{/J<／迎える／やる／・・・
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このうち、 最も注目すべきことは、 同 一文章（記事）の見出しと本文に 「～デ」 形と「～
二」 形の双方が対照する形で用いられている、 という現象である。
(12) 坐塑Eやれぱ参院過半数も 加藤幹事長が見方
加藤紘ー 自民党幹事長は二十六8、 七月の参院選について「（ ・・・）六十九議席取らな
ければならない。簡単な話ではないが必廷ヱやれば手が届くのではないかという気がす
る」と述べ、 過半数回復も不可能ではないとの見方を示した。（朝日新聞・1998/4/27)
(13) 円都 必廷丘生きる姿への憧れは（風飛の向こう側： 9) ／東京
…。試写会など でのアンケ ー トの束をめくる。 「不思訊で楽しいまちがすてき」 (18) 、
「 2 時間以上夢が見られた」 (21) 。 「皆必近ヱ生きている。 今の日本人にどれくらいい
るだろうかJ (21) 。 ・・・ （朝日新聞 ・ 1996/12/31)
(14) 必死に学ぶ英国流（昭和にんげん史： 70)
・・・イギリスのダンスを必延ヱ学ぶようになる。 7 年後の昭和37年、 メルポルンに遠征、
相次いで選手がイギリスに留学、 …。（朝日新聞・ 1988/7/l) 
(15) 最高の試合ありがとう 健岡たたえ、 喝さい 父母や生徒必死丘声援
…。「試合も応援もここが踏ん張りどころ。必匹ヱ声援を送ります」と、 大粒の汗を
流しながら 「がんばれ一」を叫ぴ続けた。（朝日新問・ 1999/8/17)
(16)孟悠ヱ長生き、 がんばる長野
…。男性 の平均寿命は全国 一位、女性も四位。 …。 こんなデータから、 都迎府県のな
か で 「孟悠上長生 き」 の理想にもっ とも近い、 とみら れ て い る。（朝 日 新Uff
2001/1/1) 
(17)孟低文行こ う、 あのill:への旅（声）
・・・。皆さん、 死ぬまでやれることをやって、孟急丘あの世へ旅立とうではありません
か。（朝日新冊． 1999/12/24)
(18) 鈴木総一郎君 グ ーちゃん元気丘育ってね（近況・心榜）
兵廂県豊岡市の水族館 「 シ ー ズー」が公硲していたセイウチの子どもの名前が 「グ ー 」
に決まった。 名付け親は1史岡京市の小学三年、 鈴木総一郎（九つ）。 …。総一郎君と思子
ちゃんは「孟匁こ育って欲しい。 また会いに行きたい」。（朝日新聞・ 1999/10/11)
(19)パス人質の女児、孟毎丘通学 父r事件に向き合いたい」
西鉄パス乗っ取り事件で、 人質になった佐賀県久保田町の思斉小一年、 石橋優希ちゃ
ん（六つ）の父親博さん（四 ー）が五日、 自宅で記者会見した。事件から約ー カ月、 伍希
ちゃんは孟悠ヱ学校に通い、 笑顔も戻ったといい、・・・。（朝日新冊・ 2000/6/6)
(20) 今年も孟気丘ポランティア
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こうした事は自分ひとりで出来るポランティアであるから、 今年も孟気ヱ続けようと、
マイフェイスを眺めている新春スタートである。（朝日新IJB · 200111113) 
上例をよく観察してみると、次の而白い傾向性が見られる。 つまり、「必死」のほうは（例
(12) - (15) いずれも見出しは 「ーニ」 形、 本文は 「 ーデ」形、 であるのに対し、「元気」
のほうは（例(16)- (20))「～デ」 形と「ーニ 」 形の双方がともに見出しと本文に現れてくる、
ということである。 さらに、「必死 」 の上記した特徴に関述して、 同 ー記事の本文と写其説
明における用法を比較してみても同様な結呆が観察できる。畔しく言うと、本文の場合は 「一
デ」形、 写爽説明の楊合は「ーニ」形、 と哀っ二つに分かれる。次の例を見てみよう。
(21)…。参加者らは、 むせながらも必廷ヱ食べ続けていた。観客からは 「もう少し」 など
盛んな声援が飛んだ。
（写兵説明］応援を受けて必延丘食べる参加者ら＝福江市の元町ア ー ケ ー ド通りi咋
察跡地で（朝日新聞・1999/2/7)
(22)·"。佐々木さんが除草剤の代わりに使っているのは二百五十羽のアイガモだ。園児た
ちは田んほの中で必死ヱえさを食ぺているアイガモを見て大喜ぴ。 …。
［写其説明】園児らは田んぼの郎などを必死に食べるアイガモを躾味深そうに眺
めていた＝三本木町伊場野で（朝日新間・2000/6/22)
(23)・・ 。（建築股を寄付した名古屈市の市民団体が）「立派な学校はなく、 寒くて暗いとこ
ろでも必死で勉弛する子どもたちの姿に接してほしい。自分たちにできることを考え
る、 きっかけづくりになればj と話している。 …。
（写具説明］教室は暗かったが、必廷丘学ぶ子どもの瞳は輝いていた／写其提供 ・
石川美由紀さん＝中国tl粛省天水市で（朝日新ifl. 1998/6/5) 
餃後に、「jilij形語」のうち、特に問煩視される 「半侶半疑」及ぴ 「無言」について説IJ/1を
付け加えよう。箪者は前松の一既表を通して、 この二つの諮は現行の各種の国語辞典におい
ていずれも形容動岡として取り扱われていない、 という事実を明らかにした。 それと同時に、
各文献における形容勁詞の認定基準は必ずしも明確なものではない、 ということも指摘した。
が、「半信半疑」 についてはその「～ナ」形の用例が一つも見当たらなかったため、 結局こ
れを考察の対象から外した。 ところが、 今回の新litl記事に対する用例調査で、 3-3のまと
めに示されたように、「半侶半疑な」が純然たる名詞を修飾する用法だけで五例も見つかっ
たので、 当然この語を形容動詞と認めるべきであろう。 また、「無酋な」 が純然たる名詞を
修飾する用例は今回も一例しか見当たらないが、 かといってこの甜の形容動詞としての品洞
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性を否定するわけにはいかないだろう。次にそれぞれの用例を具体的に示しておこ
‘
つ。
(24)まさかの十二人抜きで三位に入り、表形台にのぽった弘前エニ年、外崎奨太選手（一七）
は生値生歴な表情だった。（朝日新問・1999/2/6)
(25)すらっとそういうことが出来た。 さすがに意外に思ったらしい。良昌は生厖生疑な表
iiりで、 しばらく未知代の願を見つめた。（朝日新聞・1998/317)
(26)スコットランドの人たちは、 ハギスがいかなる動物か論じつつ、 その奇獣の実在性に
ついて出臼遺な旅人と談笑することを何よりも楽しみにしている。（朝日新llB
1995/7/8) 
(27)教義に精通している元幹部の男性は 「信徒の対応は二通りだと思う 」 と語った。 元幹
部によると、 出家信徒の中にも麻原容疑者に心酔しきっている人と、生俎生産な思い
を胸に秘めながら、 没然と修行している人がいるという。（朝日新冊・1995/5/17)
(28)水谷さんは6日、 まずラジオで 「全貝解放」 を[flいた。さらに仲IIIJと一絣にテレピで
確かめた。 「今まで何度も（解放のニュ ースには）衷切られたので、 帰られるかどう
かは生俎先歴な気持ちもあります。·"」 という。（朝日新訓・1990/12/7)
(29)ルシンダの建造した総ガラス造りの教会を奥地へ迎んだオスカーが、 教会ごと川底に
沈んで死ぬまでの見事な映像に表現される無且全神の意思は、 荘厳で美しく胸にせま
る。（朝日新lin. 1998/11/26) 
5. おわりに
本税は、 前秘の倫述を踏まえた上で、新開記事デー タペースによる実態副査の結果に基づ
いて検討を深めた。 以上の考察を通して、 前脳で得た結論の妥当性が検証・確認され、 そし
てその不備な点を補足することもできた。 また、「元気」 の「両形語」としての性格や「半
信半疑」 の形容動洞としての品洞性も今回の考察によって明らかにされた。
ところで、 ーロに 「両形翫といっても、 中には「必死」「平気」 r本気J のように、 事柄
内容または人称表現の迩いによって動作主の気分を表したり物那の状態・様子を表したりす
るものもあれば、「丈夫」澤中」 「久しぷり」 「元気」(/)ように、 もっばら物事の状態 ・ 様子
を表すものもあるので、さらに検討を深めていく必要がある。また、「両形語」は捕によっ
てその修飾関係に多くの述いが見られ、 例えぱ 「～デ」 形と「～二」形の意味解釈や双方の
骰き換えの可能性、 動洞との共起制限、 溝文上の特徴など、 いろいろな問題があるが、 実態
詞査の分析に主眼を骰く本税ではこれらについて考える余裕がなかった。すべて今後の課題
にする。
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〔注〕
1. この調査は、雄者が2001年春、客具研究員として日本同志社大学での研修の際に行った項 H の一
つである。同大学の関辿施設を自由に利用させていただくことに改めて謝意を表す。
2 ．省略文の「元気で（ね）」（22例）は「ーで→ V(�) 」に収めている。これらは「孟匁ヱ頑張って（やっ
て／・・・）ね」の短縮表現だと思われるからである。
3 ．このほか、類義動詞を修飾する例として、「必匹ヱ頑張りたい／必廷丘努力する」 (1998/2/6) r必
芦勉独する／必互上学ぶJ (1997/8/19) 「必廷ヱ抑える／必廷丘こらえる」 (1997/7/19) 「（相撲）
必やる／（相撲）必廷におっつける」 (1995/5/20) 「（相撲）必廷ヱ切りにい＜／（相撲）必廷丘取る」
(1995/5/16) 、などが2柊げられる。
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